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急
激
に
低
価
格
化
が
進
ん
だ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
設
計
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
特
徴
で
あ
る
省

電
力
に
よ
る
電
気
代
と
長
寿
命
に
よ
る
修

繕
費
に
お
い
て
、
20
年
間
試
算
で
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト

が
約
20
％

減
と
な
り
、

大
幅
な
維

持
管
理
経

費
の
節
減

が
可
能
に

な
り
ま
し

た
。

五
．
お
わ
り
に

本
ト
ン
ネ
ル
工
事
中
、
土
木
・
農
業

土
木
を
学
ぶ
高
校
生
や
大
学
生
、
土
木

関
係
者
、
地
元
関
係
者
等
を
対
象
に
、

計
８
回
（
参
加
者
延
べ
約
２
０
０
人
）

の
現
地
見
学
会
を
開
催
し
、
見
学
者
の

方
に
農
業
土
木
や
工
事
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
将
来
の
技

術
者
の
育
成
に
少
し
で
も
役
に
立
て
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
ト
ン
ネ
ル
は
、
地
元
農
家

の
み
な
ら
ず
、
一
般
住
民
の
方
の
関
心

も
非
常
に
高
く
、
一
日
も
早
い
開
通
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
工
事
中
の
照

明
施
設
工
事
、
付
帯
工
事
を
無
事
故
で

完
成
さ
せ
、
26
年
度
の
で
き
る
だ
け
早

期
に
供
用
開
始
し
、
こ
の
地
域
の
農
業

環
境
の
改
善
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

が
あ
り
、
支
保
タ
イ
プ
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
ま
し
た
。

２
点
目
は
環
境
へ
の
配
慮
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
近
隣
エ
リ
ア
が
、
オ

オ
タ
カ
、
ミ
サ
ゴ
等
の
猛
禽
類
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
工
事
中

は
常
に
生
息
状
況
、
行
動
圏
の
把
握
及

び
繁
殖
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
工
事

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
も
接
続
道
路
の
工
事
が
継

続
す
る
た
め
注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
坑
口
約
３
０
０
ｍ

の
場
所
に
結
婚
式
場
を
兼
ね
た
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
に

よ
る
騒
音
や
振
動
等
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
結
婚
式
等
の
イ
ベ
ン
ト

日
に
配
慮
し
た
運
搬
車
両
の
通
行
規
制

や
、
深
夜
に
行
う
ト
ン
ネ
ル
発
破
作
業

の
騒
音
等
に
伴
う
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
へ

の
影
響
を
確
認
す
る
な
ど
、
関
係
者
と

の
綿
密
な
協
議
を
行
う
こ
と
で
、
円
滑

に
工
事
を
終
え
ま
し
た
。

四
．
照
明
施
設
に
つ
い
て

照
明
施
設
は
、
ト
ン
ネ
ル
設
計
時
に

は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
を
採

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
以
降
制
定
さ
れ
た
「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
道
路
ト
ン
ネ
ル
照
明
導
入
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
従
い
、
省
電
力
化
及
び
維
持

管
理
費
節
減
の
観
点
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
近
年

削
工
法
は
、
広
範
囲
の
地
山
条
件
に
適

用
可
能
な
、
上
半
と
下
半
に
二
分
割
し

て
掘
削
す
る
、
上
部
先
進
シ
ョ
ー
ト
ベ

ン
チ
カ
ッ
ト
工
法
を
用
い
ま
し
た
。

施
工
は
、
掘
削
ズ
リ
出
し⇒

一
次
吹

付
コ
ン
ク
リ
ー
ト⇒

金
網
設
置⇒

鋼
製

支
保
工
建
込
み⇒

二
次
吹
き
付
け
コ
ン

ク
リ
ー
ト⇒

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
打
設
を
１

サ
イ
ク
ル
と
し
て
、
こ
れ
を
繰
り
返
し

行
う
も
の
で
す
。

工
事
は
順
調
に
進
捗
し
、
約
７
カ
月

で
貫
通
、
そ
の
後
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
を
施

工
し
、
平
成

25
年
10
月
31

日
に
照
明
施

設
を
除
く
本

体
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

三
．
課
題

１
点
目
は
地
質
へ
の
対
応
で
す
。

本
地
区
の
地
質
の
特
徴
と
し
て
は
、

中
央
構
造
線
の
断
層
運
動
や
褶
曲
作
用

等
に
よ
り
地
山
は
亀
裂
が
多
く
軟
質
で

非
常
に
複
雑（
砂
岩
泥
岩
互
層
）で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
施
工
中
は
常
に
地
質
の

変
状
に
留
意
し
ま
し
た
。
特
に
支
保
パ

タ
ー
ン
の
変
更
箇
所
等
、
全
体
で
７
回

の
地
山
観
測
の
実
績
に
よ
り
、
適
切
な

支
保
工
タ
イ
プ
を
検
討
す
る
な
ど
、
一

部
の
区
間
に
お
い
て
、
当
初
の
想
定
よ

り
砂
岩
と
泥
岩
の
比
率
を
見
直
す
区
間

一
．
は
じ
め
に

農
道
整
備
事
業
松
山
南
部
地
区
は
、

愛
媛
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
東
温
市

上
村
か
ら
松
山
市
南
部
を
経
て
砥
部
町

宮
内
に
至
る
約
５
・
９
㎞
の
農
道
を
整

備
し
、
農
業
生
産
物
の
流
通
の
合
理
化

を
図
る
と
と
も
に
、
農
村
生
活
環
境
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平

成
８
年
度
に
着
工
、
平
成
25
年
度
末
ま

で
に
約
２
・
５
㎞
の
区
間
が
ほ
ぼ
完
成

し
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
工
事
は
、
砥
部
焼
と

み
か
ん
で
有
名
な
伊
予
郡
砥
部
町
と
四

国
八
十
八
か
所

霊
場
の
あ
る
松

山
市
久
谷
地
区

を
結
ぶ
延
長
４

０
７
ｍ
車
道
幅

員
６
ｍ
の
大お

お

友ど

山さ
ん

ト
ン
ネ
ル
で

す
。

二
．
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
実
施

施
工
方
法
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
を
採

用
し
ま
し
た
。
当
工
法
は
、
掘
削
し
た

ト
ン
ネ
ル
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
ロ
ッ

ク
ボ
ル
ト
と
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

よ
っ
て
地
山
を
支
え
、
地
山
が
本
来
有

す
る
強
度
を
活
用
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
掘

削
す
る
工
法
で
す
。

掘
削
方
式
は
、
一
般
に
軟
岩
地
山
に

適
用
さ
れ
、
保
安
上
の
制
約
が
な
く
、

騒
音
振
動
が
少
な
い
機
械
掘
削
方
式
を

採
用
し
（
一
部
発
破
掘
削
併
用
）、
掘

「フロント」～農政の前線から～

基幹農道の開通を目指して
～農道整備事業松山南部トンネル建設工事～
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